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　本報告は 「台湾における消費者金融サービ ス の

新展開」と題 し、 華信商業銀行のケー
ス を例に進

める 。 構成は 「グロ ーバルな トレン ド」、「台湾の

状況 」、「華信商業銀行のケ
ー

ス」、それ か ら 「結

論」とい う順番である 。

　 グロ ーバルな趨勢を見ることは基本的に重要で

ある 。 新たな世紀では 、 企業も個人も世界を見据

え、新 しい技術を取り入れ、革新的である ことが

必要である 。

　金融資本は世界に潤沢 にあるが、しか し人的資

源は非常に稀少な資源にな っ て いる。グロ ーバル

な市場で競争で きないと こ ろは生き残るこ とが で

きない 。 また国の 中で惰報技術の リソ
ー

ス とい う

もの が利用できず、創造力のない国 は次第に衰退

して い くと思われ る。そ うい うこ とか ら我々 は、

1つ の 世界に住んで いる とい うこ とを認 識 しなけ

れ ばな らない時代にいる。

　台湾は以前中国の省の 1つ で あ っ た。経済シス

テム、政治シス テムが異なる 2国で あるが様々 な

話 し合い は常に行われて おり、南北朝鮮の融和状

況 に追随できるかどうかは見えて い ない が、「冬

来た らば春遠か ら じ」とい う言 葉を信 じて いる 。

台湾は小 さな 国 で はある ものの 、GNP が世界 17

位 （2000 年）に位置 して お り、またア メ リカ、

Eヨ本につ い で世界第 3位の IT大国 である 。台湾は、

しば しば 「シ リ コ ン イー
ス ト」と呼ばれ、コ ン ピ

ュ
ータチ ッ プの 65 ％ 、 コ ン ピ ュ

ータボー ドの

30 ％ 、コ ン ピュ
ー

タモ ニ タの 600／o が台湾で生産

され てい る。 11 万 の エ ンジニ ア が毎年生まれる

教育シ ス テムが それを実現 して い る。また台湾の

人々には起業家精神が旺盛である 。 しかしながら

弱点もある 。

　まずは、グロ
ーバル化が不十分とい う点がある 。

また 国際的な視点、政策と い う点では まだ欠けて

いる とい える 。 証券事情に つ いて は世界上 位に ラ

ン クされる部分もあるが 、それは ほ とん ど短期的

でなかなか継続する ことは ない 。 またほ とんどの

海外投資は直接投資で あり 、 ミ ュ
ーチャ ルフ ァ ン

ドの割合が高く短期的なもの である 。 1999 年を

例にとる と直接投資で台湾向け に行われた もの は

わずか 25 億 ドル とい う程度で あ っ た 。

　また、R＆Dは競争他国に遅れ を と っ て いる とい

える 。 台湾の 研究開発費は 98 年の例で 1．980／o 、

日本 は3 ．060／■ だ っ た 。 米 ドルで見 た場合の 台湾

の 絶対額は 55 億 ドルで あ っ た 。 パーセン テ
ージ

でみ る と日本はア メ リカを しの いで いるが、絶対

額でい うと 日本の 方が米国よ り低い 。この こ とか

ら R＆Dを見る 際にはパ
ー

セ ンテ
ージ、絶対額の両

方をみ なけれ ばな らな い とい う ことがわ かるで あ

ろう。台湾は今年 WTO の メ ン バ ーにな る予定で

ある 。 政府ほか民問企業、関連機関は現在、技術

や人材開発に多 くの投資を行 っ て い る 。 そのほか、

中国 との関係、新政権の統率力などとい っ た問題

も現在ある 。

　次に台湾の金融改革 に つ い てで あるが、91 年

の 時点では 25 の 銀行の うち、ほとんどが国営で

あ っ た 。 92 年 に政府 が新 しい 銀行設立 を許可 し

た時、4 億 ドルの資金調達 をし、この華信銀行を

設立 した 。 株主は 2万人 。 92 年で 15 行、2000
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年 には 54 行ま で 延びた銀行の数か ら考え て 、競

争が激化 して い る こ とがうかがえる。

　銀行の ROE に つ い て 見て い くと、91 年は全て

の 銀行の ROE は 210／o で あ っ た 。 開放後 、とたん

にそれがgo／o に落ち 、99 年には 60／o にまで落ち 込

ん だ。昨年 596取引税を減税する 措置を政府が と

っ たことで 、 やや持ち直 した感 はある 。 競争が激

化 したことで資産の質の 悪化もみ られた 。 不良債

権率も報告上の 数値 よ りも実 際は高 い とみ られ

る 。 現在の国営銀行数は 20 で 、数年後には 5行ま

で 縮少してい く計画も ある 。 新しくで きた上場銀

行 30 行もおそ ら く 10行ぐ らい に統合され る と予

想される 。 い わゆる M ＆A法も議会を通過 して お

り、現在はさらに持株会社法の議会通過を待 っ て

いる状態である 。 WTO に力口入 した後には完全 に

外資規制を撤廃 し、 1000／■の所有を許さなければ

な らな い時代もや っ て くるかと思 われ る 。 日本を

除く外国機関は台湾に進出 し、WTO 後の M ＆A を

狙 っ ている 。

　彼らはかな らず しも台湾だけ を 目的と して いる

ので はなく、まず銀行を所有するこ と によ っ て 中

国 に乗 り込むこ とを視野に入れて い るわけだ 。 そ

れは中国 内で働 く場合、中国系の銀行がない と機

能 しないだろ うとい う読みがあるためだ 。 いずれ

にせ よ中国国内で外国の 銀行が うま くオペ レ
ー

シ

ョ ンするの は難しい とい う見 方が一般的である 。

　さて、これよ り本題に移りたい 。筆者はア メ リ

カの シティ バ ン クで 8年、台湾で 12年勤め て きが、

70 年代、最初 にシ ティ バ ン クに勤め 出 したこ ろ

は東京銀行がは じめて クレジ ッ トを開設 した頃で

あ っ た 。 当時の シティ バ ン クのバ イス プ レジデ ン

トは 33 人、それが現在で は 61000 人 に増え てい

る 。

一
つ 日本の経験か ら学んだこ とは 、現地の人

材を使うとい うこ とだ 。 現在華信銀行は台湾、米

国、香港そして 中国とい う四つ の 地域に集中 して

ビジネス を行 っ て いるが 、各 地域 に は それ ぞれ

CEO をおい て お り、アメ リカで は白系ア メ リ力人

をその CEO に採用 して いる 。香港で は香港系中国

人が トッ プにな っ て お り、ま た中国で は中国人女

性が トッ プの座 に つ い て い る。こ れ がい わゆ る

「ニ ュ
ーエ コ ノ ミ

ー
」の 形で あ り、グロ

ーバル な

視点をも っ て い る形で あると い え る。つ ま り こ の

スタイ ルは金融機関がグローバルに人材を集めな

ければな らな い ことを体現してい る 。

　華信商業銀行の総資産をみると 125 億 ドル とな

っ て いる 。 そ して 不良債権比率につ い てはアジア

の銀行の中で は最も低い 。 イノベ ー
シ ョ ン と技術

に よ り、そ れ が可 能とな っ て いると考え られる 。

日本で 「消費者金融業」とい うもの を考える際に

も、技術分野の効果と質は重 要にな っ て くると思

える 。 それは扱う数量が非常に大き いた めである 。

コ ン ピュ
ータにたよるだけで はその実現は不可能

で 、ありとあらゆる新 しいテクノ ロ ジーを駆使す

べ きである 。 そ して それは実証されたシス テムで

な けれ ばな らな い 。 またそ の シス テム 自体も検証

され たも ので なけれ ばな らな い 。 そ の上で シス テ

ム が円滑に機能 しな けれ ばな らな いわけだが、こ

こで最も重要なポイン トとなるの は、それ が利益

を生 むもので な ければな ら ない と い うこ と だ。

我々の システムはこれらすべ て の条件を満た した

もの であるとい える 。

　華信商業銀行は現 在、持ち株会社 に対する立法

が制定される のを待 っ てい る状態である 。当銀行

は 97 年 にカ リフ ォ ル ニ アの フ ァ
ー

イ
ー

ス トナ シ

ョ ナル バ ン クを買収 してい る。そ の後現在 にいた

るまで に、投信関係、リ
ー

ス、証券、投資の諮問

を行 う会社、証券コ ン サル テ ィ ン グ、キ ャ ピタル 、

ク レジ ッ トカ
ー

ド、そ の他システ ム、保険をそ れ

ぞれ 買収 して きた 。2001 年6 月に持ち株会社法

が制定された 後は 「持ち株会社」とい う ことにな

る 。銀行 自体 の設立 は 1992 年 1月、社員 数は

1，736 名 で あ り規模 は 小 さ い 。世界で み る と

460 番あ た りに位置して いる会社ではあ るが、そ
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の成長はきわ めて 早い といえるで あろ う。現在保

有する口座数 は 70 万口座で 、様々 な シス テ ムを

も っ て いる 。 『バ ン カー』とい う経済誌で は ア ジ

アの ベ ス ト銀行として 取り上げ られた 。 世界的に

質の高い資産をも っ て いる とい うこ と、総合金融

口座 『MMA 』（Money 　Management 　Account ）

を持 っ て い る とい うの が その 評価の 理由で あ る 。

MMA は当社が開発 したシ ス テ ム で あ る。20 年前

にメリル リン チはGNA （キャ ッ シ ュ マ ネジメ ン ト

アカ ウン ト）を用いて、非常に大きな利益をあげ、

大ぎな組織にな っ てい っ たわ けだが 、当社も この

MMA を用い て中国本土 に乗 D 込み大き な銀行に

成長 したいと思 っ て いる 。

　次の この MMA の 内容につ いて 説明 したい と思

う。 MMA は様々な機能を 1つ にまとめる ことを可

能に した 。イ ンタ
ー

ネ ッ ト、24 時間の コ
ー

ル セ

ン タ
ー、銀行窓 口、ATM 、携帯電 話、　 PDA そ の

他あらゆるものが それだ 。

　以前は 、 用途によ っ て違 う銀行を使い わけた り

してい たが、その場合利用者は必要な情報の選択

に迷 っ て しまう 。 そ うなると自分の 資産がい っ た

いい く らなの かもわ か らな くなるケ
ー

ス さえ起 こ

りうる 。 MMA 導入後は これが整備され 、1つ のプ

ラッ トホーム上 ですべ て が処理で ぎる よ うにな っ

たわけだ 。 このようなシ ス テム整備がされて いれ

ば、すぐに資産の状況を知る ことが可能と なる 。

日本の 消費者 金 融サ ービス にお い て も、こ の

MMA とい うシス テム は導入 を検討す べ きもので

あるといえよ う。

　銀行内の MMA に つ い て 、そ の プラ ッ トホー
ム

はイ ン ターネ ッ ト銀行、コ
ー

ル セ ン タ
ー、窓 口 、

ATM 、携帯電話とあ っ て 、その下 に具体的な商品

があ り、その 間にある プラ ッ トフ ォ
ー

ムがそ れを

カバ
ー

して い る形にな っ て いる。昨年コ ン ピュ
ー

タ の 2000 年問題 が片付い た時点で こ の機能を起

動させ たわ け で あ るが、こ れは台湾の消費者金融

に大 ぎな衝撃で あ っ た 。実際多くの銀行 がこ れ に

は つ し、て くる ことがで きない。多くの コ
ーデ ィ ネ

ー
シ ョ ンや各機能の協力が必 要とな り、これがな

か なか実現 しな いのが現実であ る。システ ムの構

築をこれからは じめて も完成するまでは約3年が

必要となる 。 逆 にいえば、今は じめれば 3年後に

は形 になるの で 、日本の消費者金融各社にも導入

に向け て の検討を勧め た い次第であ る。これ がで

き る と様々な 会社と リ ン クが で き、企業成長 に大

い に役立 つ こ とは間違い な い 。

　次 に MMA の口座 がどの よ うな伸びをして い るか

に つ いて説明す る。正式 に発足 したの は 2000 年

1月 3 日であるが 、 こ の シ ス テ ムを発足させ ると

い う告知を した 1999 年 12月 31 日の 時点で 、す

で に 111284 口座を獲得 した 。 そ して 4月 になる

と約 34 ，000 、 12 月になると72 ，000 まで増え

て い っ た 。

　MMA の 開設にあ た っ て は、まず は 住宅 ロ ー
ン

の 取引か らとい うの が一
般的であ る。そ れ は台湾

人が平均約5年 に
一

度引越 しをする とい うこ とが

関係 して くるともいえる 。 そ して 住宅ロ ーン を皮

切 りに MMA に従い 、すべ ての金融機能を華信商

業銀行に移す とい うことにな っ て ゆくわけだが、

台湾で は金融商品の 勧誘 が禁 じられてい るため、

顧客の方か らア クシ ョ ンを起こ して も らわなけれ

ばな らな い。昨年開設された MMA の 100／o は預金

の残高が 300 万台湾 ドル以上、ロ
ー

ン 十オ
ー

バ
ー

ドラフ トで 500 以上とい うプレステージアカウン

トと呼ばれるやや レベ ルの高い アカウン トにな っ

て いた 。 今年はさらにこの プレステージア カウン

トの上昇 が期待されて いる。

　昨年 9月の モル ガン ス タ ン レ
ー

の コ ン シ ュ マ
ー

向け 日刊紙に、総合口座的金融サービスがインタ

ー
ネ ッ ト金融サ

ービス の中で も っ とも重要な技術

な 1つ で ある と報 じられて い る 。 ワ ンス トッ プ、

ワ ン シス テム で 全て とい う意味において 、MMA

は総合口座的金融サービスで ある といえる 。 この
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レポー トによると現在米国で は50万のア グリゲ

ー
シ ョ ン ア カウン ト保有者がい るとされ て いる

が、2000 年 1月時点で は これ はた っ た 1万 で あ

っ た 。毎月の 複利で こ の成長率を見 て み る と 、

69 、40／o にもな っ て い る。何故 こ の よ うな ア グ リ

ゲ
ー

シ ョ ン ア カウ ン トを利用するか とい うと、そ

れは金融面の管理が簡単 になるか らで ある 。 米 国

では2003 年まで にこの口座を使う人が 2，20G 万

入 にもなる とされて いる。当社の 場合は台湾に お

ける先行者にな るわ けだが、こ の 先行者利益と い

う の は大変な額になる と思われる。つ ま り導入 時

期が遅ければ業界内で 隅に追い や られ るこ とにな

りかねない 。 以上の ことか らも、も し消費者金融

で この シ ステ ムを導入 する とい うので あれ ば今す

ぐは じめる必要 があるとい うことだ 。

　 こ こ で勝者となるための特性とい うもの を説明

しておく 。 まずは他社との提携をもち 、 オープン

なアーキテクチャ
ー

で あること、デザイ ン本体も

収入 をもち、しかもマ
ージン差を拡大する 、つ ま

り様々な かたち で様々 な機能と リン クして ゆ くこ

とに よ っ て、手数料を分け合うとい うこ とが重 要

で あ る。また、MMA の ように 、 ブラ ン ドを もつ

とい うこ とも重要であ る 。 それは先行者 になると

い うことで 、 それをもてぱ先行者利益も期待でき

る 。 また、それにともなう製品、内容、コ ンテ ン

ツの 幅も当然重要である 。 顧客サービス も需要で

ある し、データマイニ ング、テ クノ ロ ジー、そ し

てそ のデ ィ ス トリビュ
ー

シ ョ ンシ ステム も重要 で

ある 。 最後に必要なの は規模の経済、そ してその

正 確な実施であろ う。

　最後に、新しい世代、経済に向けて必要と思わ

れる 3つ の 力を説 明する 。 まずは個人で あ っ て も

企業であ っ ても 「起業家精神」 とい うものは非常

に重要である 。 失敗することがあ っ て も結果が出

ればよい 、つ ま り全て をとる ので はなく部分をと

る とい う考えが重要 な ので ある。2番目は迅速な

実施とい うこ と だ。デ ル コ ン ピュ
ータの創始者で

ある マ イケル ・デルが 言 っ た言葉に 「2 種類の 人

しか残 らない 。 それ は早 い 人か死 ぬ 人かで ある」

とい うものがある 。 2 番目にな りたい人はいな い

わ けなので 、み な前者になる よ う努め ねばな らな

い。最後が変化に対す る迅速な対応で ある。マ イ

クロ ソ フ トのビル ・ゲイツ は 「世界は銀行とい う

業務やサービス を必要とするであろうが、しかし

それは金融会社である必要はない 。 」と言 っ た 。

　顧客の ニ ーズは毎 日変化 し続ける わけなので 、

どんな業態でもそ れ に対応 して ゆ く必要 があ るの

だ。

　成功する者は誰と協力するか 、 誰 と競争するか

とい うことが重要となる 。 今のビジネス社会は世

界 に挑戦 しなければな らない 時代である 。 日本の

企業で あ っ ても日本の企業とだけ競争すればよい

わけで はな く、台湾の小さな会社であ っ ても世界

に出て世界のスケ
ー

ルで競争す べ き である。
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